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J Cブランディング特別委員会

●基本方針
　これまで福岡JCは、地元の福岡市やその周辺地域の発展を目指し、地域活性化やまちづくりに関わる事業を展開
し、偉大な先輩方がこれまで作ってこられてきた信頼・実績の歴史に裏付けされた団体の強さは第73回全国大会福
岡大会へと繋がり私たちの代まで受け継がれてきました。
　しかし、近年少子高齢化や地域コミュニティの変化に伴い、会員数の減少や女性会員比率の低さ、若い世代の地
域社会への関心や参加意欲が薄れていることが背景にあります。そして、現代の社会ではデジタル技術の活用や
SNSを通じた広報活動が重要です。しかし現代に合った広報活動が出来ていない事も現状の課題です。広報活動だ
けでなく会員拡大に繋げるためにはそれらの課題を解決しなければ、これからの福岡JCの存続や発展の危機だと感
じます。
　そこで当委員会では、地域社会の情報化が進む中で、積極的にデジタルツールやSNSを活用し、幅広い世代に向
けた情報発信を強化します。デジタル化により活動の効率化も進め、SNSやWebコンテンツを通じて広報活動や新
規会員の獲得、若者へのアプローチを効果的に展開します。この時代に合わせ福岡JCのブランディングをすることで
地域住民へのアピールや会員拡大へと繋がると考えます。Instagram、そしてTikTokのフォロワーを増やし、ホーム
ページを連携させ、対外用LINE@の友達を増やすために、各種行事・事業において事前・事後アンケートを取り、ま
ちのひとに共感を生み、持続的にファンを作っていく事で今後次世代に残していける財産になると考えます。
　この１年間を通して委員会メンバー全員が次世代にとって大切な事を考え、何事にもチャレンジし、事業を通して
意識を高め一人ひとりが輝き、魅力を発揮するだけでなく、メンバー同士が切磋琢磨できる委員会運営を行います。

●事業計画

委員会スローガン【奮 励 努 力】

〈目的〉有識者とカウンターパートとして迎えることで効果的に情報を発信することで多くの人に福岡JCの運動、活動を
知ってもらうこと。

〈方法〉LINE@やホームページ、SNSを使い、随時対内対外に情報発信を行う。

◇LOMホームページの管理・運営関する事項
〈目的〉福岡JCの取り組みや事業を、対内・対外ともに広く情報発信すること。
〈方法〉ホームページのリニューアルを行い、随時更新し、対内・対外に情報発信を行う。

◇持続可能な組織づくりのための継続的なファンづくり
〈目的〉共感を生むことでファンを作ることで、各種行事・事業の集客や、福岡JCの拡大につなげること。
〈方法〉事業参加者から対外用事前・事後アンケートをいただき感度の高い地域住民に対外用LINE＠に登録をしていただ

き最新の情報を発信する。

◇プレスリリースに関する事項
〈目的〉対外・対内へ最新の情報を発信することで事業への参加促進や拡大、そして福岡JCのブランディング向上へとつ

なげる。
〈方法〉FacebookとInstagram、そしてTikTokを活用し事業関連の発信を実施。基本的な発信フォーマットに則り、各委 

員会からのリクエストに応じて対応する。そして福岡青年会議所に所属するマスメディア企業のメンバーと定期的 
に 交流を図り、情報を交換する。

後  藤　雄  治
牛  島　淳  嗣
入  江　　  賢
氣賀澤  暢  真
山  口　武  蔵
長  澤　一  輝
德  田　成  寿
宮  崎　祥  平
秋  吉  光太郎
小野瀬  泰  星
坂  田　裕  之
平  井　裕  登
保  利　一  晶
三  上　滉  貴
吉  村　　  稔

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

□LOMの運動、活動が多くの人の目に触れるような情報発信の仕組みづくり

□LOM運動の広報手法を調査・研究し、効果的な情報発信の実施

◇LOM紹介映像の制作
〈目的〉対外：福岡JCのことを外部に発信し、知って頂き、共感して頂くこと。

対内：福岡JCでの活動のモチベーションにつながる情報を動画で伝えること。
〈方法〉2025年度版のLOM紹介映像を作り、ホームページやSNSでの発信で人々が目にする機会を増やす。また、新春例 

会をはじめ各種事業でも放映し、メンバーをはじめ福岡青年会議所に関わった人々の目に触れる機会を増やす。

◇各種行事・事業の対外・対内への事前・事後情報発信
〈目的〉対外：福岡JCの各種行事・事業を知って頂き、共感していただくこと。

対内：福岡JCメンバーに発信することでメンバーの機運を高めること。
〈方法〉LINE@やホームページ、SNSを使い、随時対内対外に情報発信を行う。

◇SNSなどを利用した情報発信の企画・管理・運営
〈目的〉効果的で正確な情報を迅速に届けることで、メンバーの活動をより活発化させる。
〈方法〉Googleカレンダーでスケジュールを管理し、リマインドを含めLINE@でスケジュールを発信する。また、SNS情報も

発信し、オンライン上の円滑な管理・運営を行う。
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J Cブランディング特別委員会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

上程スケジュール 行　　事

□討議□協議□協議□協議（ホームページ作成議案）
□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（推進議案）

□討議□協議□協議□協議（ホームページ作成議案）
□討議□審議□協議□審議（推進議案）

第3エリア合同例会

福岡ブロック大会（山門）

京都会議
HP更新
紹介動画

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

九州地区大会（延岡）

世界会議（チュニス）

送る夕べ
総会

全国大会（佐賀）

◇外部団体からの取材などに関する対応
〈目的〉外部団体と友好的な関係を築き、有意義な情報交換を図れる体制を整備し、外部からの取材依頼などにも迅速 

に対応できる体制を構築すること。
〈方法〉他団体の集会にも積極的に参加する。また能動的に取材が入るよう情報交換を行う。

□対外アンケートに関する事項
〈目的〉各種行事・事業の参加者からアンケートをいただくことで、参加者から見る福岡JCへの情報を知ること。
〈方法〉各種行事・事業の参加者へQRコードでの配布や対外用LINE＠にてアンケートを回収し情報収集を行う。

□非会員の個人情報の管理に関する事項
〈目的〉非会員の個人情報を集めることで、拡大につなげること。
〈方法〉福岡JCに対する好感度が高い地域住民を、SNSやホームページを使いLINE＠で管理していく。事前、事後アン

ケートをまとめた個人情報を情報漏洩しないようにまとめ次年度以降に引継ぐ。

□非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的に

かつ組織的に行動できるように努める。

◇LOM活動における写真・動画などの記録・管理
〈目的〉様々な取り組みを未来のLOMの財産として残し、今後の発展に寄与すること。 
〈方法〉各事業や集会に参加し、写真や動画を撮影する。万が一、委員会メンバーが参加できない場合は、現地にいるメ 

ンバーに撮影を依頼する等の対応で記録を残す。

□LOM活動の効果的な対外情報発信に関する企画・管理・運営

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

□会員拡大に関する事項



室 長
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J C ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 室

●基本方針
　福岡青年会議所は昨年度の35年ぶりの全国大会福岡大会を経験していく中で、偉大な先輩
方がこれまで作ってこられてきた信頼・実績の歴史に裏付けされた団体の強さを強く感じなが
ら成功裏に終えることができました。しかし全国大会を契機に、私たちは多くの仲間やパート
ナーとつながりを持つことはできましたが、まちから本当に必要とされる団体に進化していくに
は、さらに強固な関係を築く必要があります。
　そのためにも、福岡ブロック協議会内の22の青年会議所や姉妹JCのみならず全国の各地青
年会議所を巻き込み、運動面や人財育成面で協力し、共創することや他LOMの参考となる取り
組みを、LOM内に発信する事で青年会議所の魅力をよりメンバーに知っていただきます。それ
が我々の存在意義やファンを確立することに繋がり、さらに魅力的なFUKUOKAのまちへと発
展していけるはずです。そしてこれまで地域に変化をもたらせた多くの先輩方との交流の場とし
て趣味の会などの機会を活用し、さらに結束を深めJCネットワーク推進室として対内へ伝播さ
せていきます。
　最後にJCネットワーク室として組織のブランディングを行い、福岡青年会議所のファンを多く
作り出すことで、10年後、20年後続く持続可能な強固な団体へと成長させていきます。ワクワク
するまちづくりへ、まずは我々がワクワクする組織へと。

馬  場　秀  一
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J Cネットワーク活性化委員会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　35年ぶりに開催された全国大会福岡大会。街を超え、地域を超え、様々なLOMと関わりを持つことができました。何より
も、いくつものチャレンジをしてきた私たち一人ひとりが得た貴重な経験は、何事にも変えがたい財産になったと考えていま
す。しかし、その機会を次に生かすことができなければ、せっかく得た経験が無駄になってしまうかもしれません。
福岡JCは、キャピタルLOMと呼ばれ、研修委員会などの人材を育成するためだけの委員会もあり、やりたいことがほとんど
完結できるような組織になっていますが、その反面、他LOMと交流を図り、学びを得る姿勢や行動が少なくなっているので
はと考えています。今、福岡JCに必要なのは、これまで築き上げた関係性を強化し、更に、新たな出会いの機会を創り、福
岡JCの魅力を伝えて行くことが必要だと考えています。
　そこで、当委員会は福岡ブロック協議会内の22の青年会議所や姉妹JCや友好JCをはじめ、福岡JCだけでなく周囲の
LOMを巻き込んだ共同事業を構築することを考えています。これまでにない人との出会いは、新たな価値観や気付きが創
出され、誰も想像していないような化学反応が起こし、メンバーの大きな成長に繋がると考えています。また、他LOMの取
り組みを持ち帰り紹介することで、福岡JCの成長のきっかけに繋げることができると考えています。それが、一人ひとりの共
感を生み、対内から対外へ波及しファンを作ることができる起爆剤になるのではと考えています。
　メンバーにスポットライトを当て、毎日がエンターテイメントになる仕掛けをし、誰もが挑戦できる環境を作り、楽しく仕
方がなく、全員が輝きを放ち、ポジティブチェンジが止まらない委員会運営をしていきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議 □審議（第3エリア合同例会報告）

□討議□協議□協議□協議（事業計画）

□討議 □審議（通常例会報告）□討議□審議□協議□審議（事業計画）

□討議 □協議（第3エリア合同例会計画）

□討議 □審議（第3エリア合同例会計画） □討議□協議（11月度通常例会計画）
□討議□審議□協議□審議（事業報告）

京都会議

福岡ブロック大会（山門）　

第3エリア合同例会

事業実施
サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

九州地区大会（延岡）

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

出向者セミナー
全国大会（佐賀）

11月度通常例会　
世界会議（チュニス）

送る夕べ
総会

◇姉妹JCや友好JCなどブロックや他 LOMと共同で行う事業の実施
〈目的〉他LOMとの関係性を強化し、より強い福岡青年会議所にするきっかけを作ること。
〈方法〉国内外のLOMを巻き込み、共感やファンを生み出す事業の企画・設営を行う。

◇他LOMの参考になる取り組みを LOM内に発信に関する通常例会の実施（11月）
〈目的〉他LOMの様々な取り組みを知り、福岡JCの今後の活動・運動に活かすこと。
〈方法〉地域問わず様々なLOMにヒアリングを行い、様々な取り組みを発信する企画・設営を行う。

◇福岡ブロック第3エリア合同例会の実施（2月）
〈目的〉福岡ブロック協議会の方針を理解し活動意欲を高めること。第3エリア内のメンバーと交流を図り結束を強めること。
〈方法〉主幹LOMである糟屋JCの補助をし、糸島JC、朝倉JC、つくしJCとの連携を図り、福岡ブロックの方針が全メンバー

に行き渡るような企画・設営をする。また5LOMの交流が図れる設営・運営を行う。

◇出向者の支援、ならびに対内への情報発信に関する事項
〈目的〉日本JC、九州地区協議会、福岡ブロック協議会に出向するメンバーの支援をすること。
〈方法〉出向者とコミュニケーションを図り、福岡市開催の集会や事業のサポートを行う。また、各種事業に関しても情報

を発信し参加促進の一助を担う。

◇ASPAC（ウランバートル）への参加促進（6月）
〈目的〉ASPACに参加し、よりグローバルな視点を身につけること。海外LOMとの連携を強化すること。
〈方法〉ASPACの内容を発信し、参加することの意義やメリットを伝え、参加促進を行う。
◇世界会議（チュニス）への参加促進（11月）
〈目的〉世界会議に参加し、よりグローバルな視点を身につけること。海外LOMとの連携を強化すること。
〈方法〉世界会議の内容を発信し、参加することの意義やメリットを伝え、参加促進を行う。

◇出向促進セミナーの実施（10月）
〈目的〉日本JC、九州地区協議会、福岡ブロック協議会など出向への理解と参加促進を行うこと。
〈方法〉2025年10月にセミナーの企画実施を行う。

◇福岡ブロック大会への参加促進（5月）
〈目的〉福岡ブロック大会の意義を理解して頂き、多くのメンバーに参加して頂く。
〈方法〉多くのメンバーにファンクションに参加してもらい、大会の意義であるJC運動を共有する事。
◇九州地区大会への参加促進（8月）
〈目的〉九州地区大会の意義を理解して頂き、多くのメンバーに参加して頂く。
〈方法〉多くのメンバーにファンクションに参加してもらい、大会の意義であるJC運動を共有する事。
◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。
◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的にか

つ組織的に行動できるように努める。

委員会スローガン【-Everyday Entertainment-】

髙 山   伸太郎
進  藤　貴  聡
岡  崎　竜  也
野  田　真  禎
熊  本　大  治
山  下　卓  也
工  藤　大  明
左  近　春  香
末  永　純  也
竹  野　恵  介
永  松　賢  二
間  嶋　弘  幸
山  下　正  太

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事
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コミュニケーション推進委員会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　1953年以来、これまで数多くの偉大な先輩方が福岡JCに在籍してきました。その長い歴史と伝統の上で、私たち
は日々活動をしながら、多くの機会を頂いています。その機会の中でメンバーと苦楽を共にし、支えあうことで自分
自身が成長し、本当の仲間と呼べるものが生まれます。その機会の幅をより広げるために、そしてそれを継承してい
くために、現役メンバーとシニアメンバーとの関わりが非常に重要です。
　コミュニケーション推進委員会では、すべての趣味の会の企画、支援、設営を行います。趣味の会は、現役メン
バーとシニアメンバーが、年代や委員会の垣根を越えて交流し、さまざまな話を伺える貴重な機会です。そのなかで
古き良きJCを知り、他委員会の現役メンバーと横のつながりを持つこともできるため、より幅広い交流の機会を得る
ことができます。
　ファミリーレクレーション例会の企画設営においては、日頃のJC活動を支えるご家族にJCでの活動を知ってもらう
ことを目的として、例年参加率が低い傾向にある独身のメンバーにスポットを当て、例会への参加促進を行います。
　そして、卒業生を送る夕べの企画設営においては、会員拡大委員会と連携し同窓会の運営等を行い、シニアメン
バーとの交流の機会を創出することで新たな学びの場を作り、卒業生を送る夕べ当日の参加促進を行います。
　また、5月度例会において会員間のビジネスにおけるスキル・情報共有を行う機会を作り、誰がどのような仕事をし
ていてどういった強みがあるのか、これまで以上に共に過ごすメンバーのことを知って頂く機会を創出します。
　最後に、JCの最大の魅力は「人」です。一つひとつの出会いが「人」の人生を変えるキッカケとなり、誰かのために
と率先して動いた結果が「人」の心を動かし、やがてLOMをも巻き込んだ大きなうねりを生み出します。そのキッカケ
となる出会いの場を有意義でワクワクするものにし、一生集まるような委員会作りを行います。機会を捉え、共に成
長し、福岡JCの未来を担う人財を輩出していきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□審議（9月度短縮例会計画）

□討議□審議（ファミリーレクレーション報告）
□討議□協議（12月度短縮例会計画）
□討議□協議□協議□協議（卒業生を送る夕べ計画）

□討議□審議（5月度通常例会報告）
□討議□協議（9月度短縮例会計画）

□討議□審議（12月度短縮例会計画）
□討議□審議□協議□審議（卒業生を送る夕べ計画）

京都会議

□討議□協議（5月度通常例会計画）

□討議□審議（5月度通常例会計画）

□討議□協議（7月度短縮例会計画）
□討議□協議□協議□協議
（ファミリーレクレーション計画）

□討議□審議（7月度短縮例会計画）
□討議□審議□協議□審議
（ファミリーレクレーション計画）

5月度通常例会
福岡ブロック大会（山門）　

12月度短縮例会
事業実施（送る夕べ）
総会

第3エリア合同例会

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

7月度短縮例会
事業実施（ファミリーレクレーション）
サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

全国大会（佐賀）

世界会議（チュニス）

九州地区大会（延岡）

9月度短縮例会

◇会員間のビジネスにおけるスキル・情報共有の機会を創出する例会の実施（5月）
〈目的〉会員間のビジネスにおけるスキル・情報共有の機会を創出すること。
〈方法〉LOM内における同業種同士の情報共有を行う機会、またメンバーのスキルを共有できるような機会を創出する事

業を行う。

◇短縮例会の実施（7月・9月・12月）
〈目的〉LOMの進捗や方向性を確認すること。
〈方法〉効率的かつ円滑な運営ができるよう各委員会と連携を図り設営・運営を行う。

◇趣味の会に関する事項
〈目的〉シニアメンバーと趣味の会を通じて親睦を深める事。
〈方法〉各種趣味の会の会長、キャプテンと調整を図り、各会の運営補助、サポートを行う。

◇ファミリーレクレーション例会の実施（7月）
〈目的〉メンバーを支える家族へ感謝を伝えること。家族にJC活動を前向きに捉えてもらうこと。メンバー及び家族同士

で交流し親睦を深めること。
〈方法〉LOMメンバーが一体となり家族の笑顔のために設営・運営を行う。また、福岡JCの活動を伝える機会をつくる。

◇送る夕べの企画・実施（12月）
〈目的〉福岡JCを卒業される60年生の皆様の新しい門出を、現役メンバーやシニアメンバーと共にお祝いし、感謝と現役

メンバーへの想いをつなげる場を企画・実施すること。
〈方法〉定期的に60年生との交流の場をつくることで卒業生同士の絆を深め、思い出深い送る夕べとなるように設営を

行う。また、より多くのシニアメンバーや卒業生のご家族にも参加頂けるように参加促進を行う。

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的にか

つ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

委員会スローガン【love your neighbor ～隣人を愛せよ～】

岩  切　拓  也
羽  川　礼  華
吉  山　槙  一
清  水　悠  輔
山  田　依  未
葉  山　裕  樹
楠  原   さつき
佐  伯　 　 瞳
酒  井　健  青
中  野　篤  志
中  野　連  吾
中  村　 　 凌
針  尾　洋  平

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事



-  19 -

意 識 開 発 室

●基本方針
　近年、人々の社会的価値観や経済の在り方が大きく変わってきました。技術の発展と共に変
りつつあるビジネスの形や、よりグローバルに成長しながら世界経済と対等に渡り合える知識、
スキル、行動力を身につけ、それをまちへ還元できる人財や機会の創出が求められています。
　一方で、大きな災害や諸外国との対応など、いつ起こるか分からない有事に対する体制の一
層の強化に努めるだけでなく、市民の自助意識の啓発を図ることで「有事」へ取り組む機会を
創出していかなければなりません。
　我々意識開発室では、「より経済が発展する環境の醸成」と「有事に対して備える体制の強
化」という二つの柱を軸にこれからの一年間活動していきます。この二つの柱は、より良い未来
を福岡市にもたらすことができると考えます。また、この二つの柱を築く過程は、単純な街づくり
ではなく、優秀な人材を育成する人づくりであるとも考えられます。新たな未知のテーマに取り
組むことが、福岡青年会議所のメンバーにとって何よりも大きな成長をもたらすことができ、そ
れは同時に組織に新たな可能性をもたらすことができます。これらの新しい壁を乗り越えるた
めに、新たな時代の波に乗り機動的に動ける組織、メンバーの育成が必要不可欠です。間違い
なく高い壁でありますが、その壁を乗り越えた先には、今までの自分の人生で体験することが
出来なかった経験や成長の機会となり自己成長の第一歩に繋がる一年になります。

室 長 寺  田　光  児
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ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 委 員 会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　我々が活動する福岡市は、スタートアップ企業の成長を支援し、革新的なビジネスを創出する都市として注目され
ています。「スタートアップ都市宣言」を掲げ、企業家や起業家を国内外から呼び込み、ビジネスの成長を促進する
ための支援プログラムやインフラを整備しています。これにより、若い企業や革新技術が集まるエコシステムを構築
し、アジアを代表するビジネス都市を目指しています。
　テックが必要な背景は、ビジネスの効率化や競争力向上、そして急速な技術進化に対応するためです。グローバル
な競争の激化、消費者ニーズの多様化、業務のデジタル化による効率性向上が求められる中、テクノロジーは企業や
社会がこれらの変化に適応し、成長し続けるための重要なツールとなっています。また、AIやIoT、クラウドなどの技
術が進化し続ける中、革新を促進し、データに基づいた意思決定を支援するためにテックは不可欠です。
　新設された当委員会は、進化を続ける最先端テックを活用したビジネスの形を発信する事業を行います。
　最先端テックをビジネスに用いる目的は、業務効率化や生産性向上を図り、新しい価値や市場を創出することで、
競争力を強化し、持続的な成長を実現することです。青年会議所が未来への架け橋となり、地域の皆様とともに、豊
かな社会を築き上げる一助となるよう、本年度活動を続けてまいります。
　委員会運営においては、「共に学び、共に成長、未来へつなぐ」をスローガンに掲げ、ビジネスデザイン委員会全員
でヒアリングから、事業計画、実施に向け行動していきます。
　委員会メンバーには、変革を恐れずに挑戦し、地域と共に成長しながら、周りの人々を巻き込んで未来を創り出し
てほしいと思っています。共に歩む中で、次世代を切り拓く力強い人財を輩出していきます。
　私たちが描くこの挑戦には、多くの人が期待し、未来への希望が詰まっています。さあ、メンバー全員で福岡に新
たなムーブメントを起こす第一歩を踏み出しましょう！

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□審議□協議□審議（事業報告）京都会議

□討議□審議（3月度公開例会計画）

□討議□審議（3月度公開例会報告）

□討議□協議（3月度公開例会計画）

□討議□協議□協議□協議（事業計画）

□討議□審議□協議□審議（事業計画）

3月度公開例会実施

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

事業実施
香港シティJC周年
ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

福岡ブロック大会（山門）
下関JC周年
トリオ会議

全国大会（佐賀）

世界会議（チュニス）

九州地区大会（延岡）

送る夕べ
総会

◇最先端のテックなどを活用した経済を豊にする事業の実施
〈目的〉テックを活用し、地域の未来を切り開く新しい福岡を築く機会を創出する。
〈方法〉福岡が抱えている課題や問題を調査研究し、行政や他団体・専門家などと連携して、最先端テックついて意識を

向上させる事業を実施する。

◇香港シティJCに関する事項
〈目的〉香港シティJCとの関係強化及びLOMメンバーが国際的視野を広げる一助とすること。
〈方法〉オールメンバーの集いのアテンド。香港シティJC周年式典への参加促進。

◇新たなビジネスをデザインするための公開例会の実施
〈目的〉テックを活用することで、地域は効率化と新たなビジネス創出が進み、住民の生活が便利で持続可能で豊かな地
〈方法〉テック分野の講師をお招きし、課題や取り組みを講演していただくこと。

◇サマーコンファレンス参加促進関する事項
〈目的〉サマーコンファレンスへの参加促進と出向者の慰労をすること。
〈方法〉フォーラムとセミナーへの参加依頼、及びLOMナイトの開催。

◇トリオ締結60周年に関する事項
〈目的〉トリオJCとの交流を深め、より一層の関係強化の起点とする。
〈方法〉トリオJCとの共同で、トリオ締結60周年記念事業を実施すること。

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的にか

つ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

委員会スローガン【共に学び、共に成長、未来へつなぐ】

中  井　新  一
千  種　祐  香
浦　　  佑  希
牛  島　啓  慈
副  田　直  矢
河  津　　  凪
坂  下  利一郎
島  田　　  優
白  水　雄  二
土  井　勇  太
中  村　正  史
服  部　慎  吾
吉  中　佑  太

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事
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レ ジ リ エ ン ス 向 上 委 員 会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　地震や豪雨などの自然災害、紛争などの地政学リスクといった様々な「有事」に対する“備え”は、明るい豊かな
FUKUOKAを実現する上で非常に重要です。その一方で、我々は現時点においてどれだけの“備え”ができているでしょうか。
まずは一人一人の意識改革を行い、それを日常において実践していくことが必要であり、その契機となるように、既にそれ
らの分野で活動している行政や他団体と連携し、かつ、福岡青年会議所だからこそできる事業を実施する必要がありま
す。また、能登半島地震の際には日本青年会議所において翌日から物資の提供を行うなど、即断即決、即実行というス
ピード感のある対応がなされており、福岡青年会議所においても機動力をもってまちを牽引する団体となるべきであると
考えます。
　当委員会の所務においては、活動の根底となる背景や目的を明確にするためにも調査研究やヒアリングを行い、事業
構築においてはその分野の第一線で活躍する組織団体などと連携し事業構築を行います。また、最先端かつ第一線の
レジリエンスとは何かを突き詰めつつも、なぜそれが浸透していないのか、どこまで浸透しているのかなどをしっかりと
整理し、事業実施における効果がしっかりと検証できる事業を行います。
　そして、事業に対する市民の共感を生み出し、浸透させていくためにも「この事業を通じて、地域がどう変わるのか」
「自分たちの生活にどんなメリットがあるのか」をわかりやすく発信し、市民が主体的に参加できる手法を取り入れるこ
とで、新たな知識や経験の機会を提供するだけでなく、日常生活に落とし込めるよう当事者意識を醸成する意識改革の
機会が提供できるように務めます。
　委員会運営においては、常日頃から、お互いの立場を尊重しながらも本音で話すことと有言実行することを大切に、メ
ンバー同士の絆を深め、団結力をもって所務に臨みます。メンバーが委員会や事業にワクワクできるように、ヒアリングか
ら事業実施に至るまで全員を巻き込みながら、自らの探求心を芽生えさせ、それを満たせる機会を作り出します。そこで
生まれた団結力は事業を成功に導くだけではなく、福岡JCの基盤を強固にする組織づくりに大きく貢献するものと確信
しています。
　最後に、1年を通じて、楽しく集いながらメンバー同士が忌憚のない発言や意見交換を行い、また率先して行動するマ
インドを醸成し、福岡青年会議所の未来を担う次世代のリーダーを育成してまいります。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□審議（4月度公開例会事業報告）

□討議□審議□協議□審議（事業報告）

京都会議

釜山JC周年

□討議□審議（4月度公開例会計画）

□討議□協議（4月度公開例会計画）

□討議□協議□協議□協議（事業計画）

□討議□審議□協議□審議（事業計画）

第3エリア合同例会

4月度公開例会実施

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

事業実施
サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

福岡ブロック大会（山門）
下関JC周年
トリオ会議

釜山JC周年
世界会議（チュニス）

送る夕べ
総会

九州地区大会（延岡）

全国大会（佐賀）

◇市民の有事に対する備えへの意識を向上させる事業の実施
〈目的〉有事に対する備えの重要性を啓発し、「有事」へ取り組む機会を創出すること。
〈方法〉福岡が抱えている課題や問題を調査研究し、行政や他団体・専門家などと連携して有事に対する備えについて意

識を向上させる事業を実施する。

◇トリオ締結60周年に関する事項
〈目的〉トリオJCとの交流を深め、より一層の関係強化の起点とすること。
〈方法〉トリオJCと共同でトリオ締結60周年記念事業を実施すること。
◇釜山JCに関する事項
〈目的〉釜山JCとの関係強化及びLOMメンバーが国際的視野を広げる一助とすること。
〈方法〉オールメンバーの集いのアテンド。釜山JC周年式典への参加促進。

◇有事に対する備えに関する公開例会の実施
〈目的〉有事に対する備えの重要性を啓発し、日常生活に活かせる取組み手法を発信すること。
〈方法〉有識者を講師としてお招きし、有事の際の課題や取り組みを講演していただくこと。

◇非常災害時におけるLOM内の行動計画の策定・推進
〈目的〉非常災害が発生した時に、LOM単位でどのような支援ができるのか、その支援のためにどのようなルール作りが

必要かを調査研究して、行動計画を策定し、LOM内の周知を行うこと。
〈方法〉現状の定款の実行性や機動性について検討し、他LOMの規定などを参照して実行性のある行動計画を策定す

る。行動計画がLOM内に浸透するように周知活動を行う。
◇LOMの非常災害時の行動マニュアルの作成
〈目的〉非常災害が発生した時に、行動計画に則って、迅速に災害支援を行なえるよう行動マニュアルを策定し、LOM内の周知を行うこと。
〈方法〉行動計画に則って、実働可能な行動マニュアルを策定する。行動マニュアルがLOM内に浸透するように周知活動を行う。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

◇研修に関する事項
〈目的〉仮入会者への指導・研修をし、次世代のメンバーの育成をする。
〈方法〉オリエンテーションを通して修練・奉仕・友情を経験させる。また、オブザーブなどにより正会員のメンバーとの交

流、そして福岡JCの魅力を発信する。

委員会スローガン【一味同心・一意専心】

西  方　亮  祐
近  藤　瑛  理
長  島　義  弘
大  和　尚  之
米  村　祐  太
平  川　靖  徳
阿  部　秀  樹
池  田　翔  一
尾  花　一  樹
川  島　裕  司
坂  梨　高  介
西  原　宗  佑
松  岡　大  輝

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事



室 長

-  22 -

こ ど も 未 来 創 造 室

●基本方針
　2022年にこども未来都市宣言を提言し、約3年間福岡青年会議所はFUKUOKAのまちの未
来の可能性のために活動を行ってきました。
　ですが、その活動は福岡青年会議所のメンバー一人ひとりが、能動的に行動することができ
ていたでしょうか。
　2024年10月に全国大会 福岡大会という大きな機会を得ることができた私たちは、よりこれ
からのFUKUOKAの笑顔溢れるまちを実現していくために、私たちは次のステージに進んでいか
なければなりません。
　こども未来創造室では、福岡青年会議所の歴史や文化を通じて、活動や運動に共感を生み
出し、福岡青年会議所だからこそ築くことができたパートナーシップの関係性を最大限に活か
して、福岡に住まう子どもたちに大きなインパクトを残し、自分たちが住み暮らすまちの魅力と
価値を認識してもらい、福岡の輝かしい未来を創造することのできる新たな事業を展開します。
　FUKUOKAのまちの可能性のために、一人ひとりが型にハマることなく挑戦し、能動的に行動
を起こすことのできる福岡JCをつくっていきます。

小  柳　佑  貴
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グローバルシティ創造委員会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡青年会議所は2022年に『こども未来都市宣言』を作成し、行政に対して提言を行いました。まちが更に発展
して行くため、まちの未来を担う子供たちが様々な環境で活躍できる環境を作って行かなければなりません。
　福岡は古くから『アジアの玄関口』として発展して参りました。福岡市がアジアのリーダー都市を目指す中、福岡青
年会議所の『こども未来都市宣言』のグローバルシティの中でも、アジア№1のグローバル都市を掲げております。こ
の先5年後、10年後この福岡のまちがアジアNo.1都市となるためにも、今以上にグローバルな人財が必要です。
　グローバル人財とは、コミュニケーションはもちろんのこと多様なバックグラウンドを持つ人 と々交流する事で新し
い価値観を創出することが出来る人財です。
　未来を担う子供たちのために、リアルな国際交流の機会をより創出して、世界経済と渡り合うための知識、スキル、
行動力を身につけてもらいます。多くのアイデアが生み出され、これからのFUKUOKAのまちに住み暮らす一人ひとりの
幸福度を向上させていくために、活動が運動へと変わっていくようなインパクトのある一大事業を構築していきます。
　当委員会では、まずはメンバー人ひとりがグローバルな人財になるためのきっかけとして海外JCとのパートナーシッ
プをより強固なものとする国際交流の機会を創出します。
　信頼関係を構築し、心から仲間と想える友を作ります。国際交流の機会を通じて、新たな気付きや学び、そしてメ
ンバーの成長へと繋げてまいります。
　委員会メンバーがこの1年間の活動や事業、また国際交流で得た経験をLOMに波及させることで、個人の成長、団
体の成長へと繋げ、新たなリーダーを輩出して参ります。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

第3エリア合同例会

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

室同時開催事業
福岡ブロック大会（山門）

九州地区大会（延岡）

全国大会（佐賀）
短縮例会
サウスサイゴンJC周年

世界会議（チュニス）

送る夕べ
総会

◇グローバルシティを推進していく事業の実施（室同時開催事業）
〈目的〉グローバルを通じて、共感を生み出し、活動を運動に変えて自分たちが住み暮らすまちを再認識してもらうこと。
〈方法〉リアルな国際交流の機会をより創出して、世界経済と渡り合うための知識、スキル、行動力を身につけてもらいます。

◇2025年度全国大会（佐賀）に関する事項
〈目的〉全国大会（佐賀）の参加を促し、卒業される60年生の想いを引き継ぐ機会を作り出すこと。
〈方法〉全国大会の各種行事を案内し、全国大会のプログラムに参加いただくことで大会の意義であるJC運動の一年の

集大成を共有する。またLOMナイトでは卒業生の皆様の記憶に残るLOMナイトを設営する。

◇サウスサイゴンJCに関する事項
〈目的〉サウスサイゴンJCとの関係強化及びLOMメンバーが国際的視野を広げる一助とすること。
〈方法〉オールメンバーの集いのアテンド、サウスサイゴンJC周年式典への参加促進。

◇全国大会佐賀大会に合わせた短縮例会（10月）
〈目的〉佐賀の地で、LOMの進捗や方向性を確認し、全国大会佐賀大会への参加を促進すること。
〈方法〉全国大会佐賀大会の会場付近で、短縮例会を開催し、一人でも多くの参加者を増やし、効率的かつ円滑な運営が

できるよう各委員会と連携を図り設営・運営を行う。

委員会スローガン【Think different】

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的に

かつ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

□討議□審議□協議□審議（室同時開催事業報告）

□討議□協議（全国大会 佐賀大会短縮例会計画）

□討議□協議（全国大会 佐賀大会短縮例会計画）

□討議□審議（全国大会 佐賀大会短縮例会報告）

□討議□協議□協議□協議（室同時開催事業計画）

□討議□審議□協議□審議（室同時開催事業計画）

濱  田　正  輝
田  中　海  人
松  元　和  洋
高  田　　  諭
吉  田　伸  彦
山  田　明  仁
安  部　亮  二
古  賀　彩  華
最  所　隼  人
濱  野　雅  行
松  尾　恵  介
村  上　　  瑶
山  田　哲  也

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

京都会議
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ア ー ト シ テ ィ 創 造 委 員 会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　私たちが住み暮らす福岡は、全国でも数少ない人口が増加している都市で、経済的にも発展し続けていて、多くの
歴史や文化が受け継がれ続けています。また、福岡市では「Fukuoka Art Next」として、市民がアートに触れる機会
を増やし、アーティスト活動を支援していく施策に力を入れています。
 その結果まちを見ると歴史や文化に触れる機会は増えてきており、以前と比べるとアートが身近な存在になってい
ます。しかし、私たちが、それによって幸福度が向上されていると感じる状況までには至っていないのが実情です。
アートは、自由な発想で考え、個人がもつ創造力や発想力を伸ばしていくためにも必要不可欠なものであり、他人と
比べるものではなく、自由に表現し、作る人も見る人も幸せを感じられるものであるべきです。福岡JCとしても、2022
年に「こども未来都市宣言」を提言し、アートシティを推奨しています。本年度は提言から3年目となり、一つの節目と
して、大きなインパクトを作り出していきます。
　そのためには、福岡JCで過去行った事業で、繋がった行政・企業・団体との関係性をより深くし、青年らしく型にハ
マることなく挑戦していくことです。
　私たちがやりたいことだけではなく、共感を生み出すことで、子どもたちがこれからも福岡に住み続けたい、福岡を
もっとよくしていきたいという「夢」となって、これからのワクワクするFUKUOKAのまちの魅力を発信していくことが
できる事業を構築します。
　当委員会は、小さくてもいいから挑戦をし続ける委員会でありたいと考えています。もう少しだけ頑張ってみようと
背伸びをすることが、1年経った時に大きな違いを作り出すと信じています。一緒に楽しみながら、汗かきながら活動
していこう。
　私たちは、福岡のまちがアートで溢れる未来を作り出すために活動していきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

第3エリア合同例会

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

室同時開催事業
福岡ブロック大会（山門）

九州地区大会（延岡）

全国大会（佐賀）
短縮例会

世界会議（チュニス）

送る夕べ
総会

◇アートシティを推進していく事業の実施（室同時開催事業）
〈目的〉アートを通じて、共感を生み出し、活動を運動に変えて自分たちが住み暮らすまちを再認識してもらうこと。
〈方法〉自由に描き、表現する場を作るとともに、他の子ども達や若手アーティストが描いた作品を手に取ることで、アート

の魅力を感じる環境を創出します。

◇2025年度全国大会（佐賀）に関する事項
〈目的〉全国大会（佐賀）への参加を促し、卒業される60年生の想いを引き継ぐ機会を作り出すこと。
〈方法〉全国大会の各種行事を案内し、全国大会のプログラムに参加いただくことで大会の意義であるJC運動の一年の集

大成を共有する。またLOMナイトでは卒業生の皆様の記憶に残るLOMナイトを設営する。

◇全国大会佐賀大会に合わせた短縮例会（10月）
〈目的〉佐賀の地で、LOMの進捗や方向性を確認し、全国大会佐賀大会への参加を促進すること。
〈方法〉全国大会佐賀大会の会場付近で、短縮例会を開催し、一人でも多くの参加者を増やし、効率的かつ円滑な運営が

できるよう各委員会と連携を図り設営・運営を行う。

委員会スローガン【Challenge ～少しの背伸びの連続～】

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的に

かつ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

□討議□審議□協議□審議（室同時開催事業報告）

□討議□協議（全国大会 佐賀大会短縮例会計画）

□討議□審議（全国大会 佐賀大会短縮例会計画）

□討議□審議（全国大会 佐賀大会短縮例会報告）

□討議□協議□協議□協議（室同時開催事業計画）

□討議□審議□協議□審議（室同時開催事業計画）

小  菅　良  助
倉  掛　裕  輔
上  野　誠  司
本  園　和  大
髙  杢　浩  世
樋  口　春  菜
加  地　英  紀
合  谷　賢  太
佐  藤　大  輔
髙  田  友美子
平  野　由  衣
三重野  翔  太
藥  師　雅  実

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

京都会議
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アクションスポーツシティ創造委員会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　福岡市は2010年に策定したスポーツ振興計画を通じ、子どもを含む多様なスポーツ施策を推進しています。しか
し、依然として指導者不足やアクションスポーツを行うための環境の整備、カルチャー面での認識不足が課題として
残っています。
　これらの問題を解決するためには、アクションスポーツの魅力を広め、適切に行える環境を整えることが必要です。
それには、子どもたちと向き合う大人としての姿勢が重要であり、十分なサポートが必要不可欠と考えます。
　アクションスポーツは、楽しさと挑戦を通じて多くの成長の機会を提供します。自分の可能性を信じ、クリエイティ
ブな表現力の向上と自分自身のスタイルを見つけ、自由な発想で表現できる力を育くむことができます。
　私自身、2024年はスポーツ文化創造委員会の副委員長として、関係各所との連携を取ってきましたが、当日の悪
天候により事業が行えませんでしたが、今後の活動を運動へと繋げられるような強固なパートナーシップを築くこと
ができました。さらに福岡JCは全国大会という機会を得て、先輩方、行政や関係各所とのこれまで築いてきた関係性
をより強くすることができました。これを目の前のまちの課題解決のために活かし、FUKUOKAのひとづくり、まちづ
くりへと繋げていかなくてはいけません。
　昨年、一昨年の活動があったからこそ生み出すことができる大きなインパクトをまちへ、ひとへ発信する事業を構
築します。
　当委員会では、メンバー一人ひとりが行動力を持ち、人のために苦手なことにも立ち向かう姿勢を育むよう努めま
す。本気の遊び心を持ち、無駄と思えることでも、楽しむことを原動力に共感して自然に人財が集まる委員会を目指
します。
　個々の成長と組織の進化は不可欠です。様々な学びのあるJCだからこそ、行動することで多様で柔軟な人財が育
成されます。これにより、LOM全体の活力を高めていきます。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

第3エリア合同例会

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

室同時開催事業
福岡ブロック大会（山門）

九州地区大会（延岡）

全国大会（佐賀）
短縮例会

世界会議（チュニス）

送る夕べ
総会

◇アクションスポーツシティを推進していく事業の実施（室同時開催事業）
〈目的〉スポーツを通じて、共感を生み出し、活動を運動に変えて自分たちが住み暮らすまちを再認識してもらうこと。
〈方法〉クリエイティブな表現力の向上と自分自身のスタイルを見つけ、自由な発想で表現できる力を育くむことができる

成長の機会を創出します。

◇2025年度全国大会（佐賀）に関する事項
〈目的〉全国大会（佐賀）への参加を促し、卒業される60年生の想いを引き継ぐ機会を作り出すこと。
〈方法〉全国大会の各種行事を案内し、全国大会のプログラムに参加いただくことで大会の意義であるJC運動の一年の集

大成を共有する。またLOMナイトでは卒業生の皆様の記憶に残るLOMナイトを設営する。

◇全国大会佐賀大会に合わせた短縮例会（10月）
〈目的〉佐賀の地で、LOMの進捗や方向性を確認し、全国大会佐賀大会への参加を促進すること。
〈方法〉全国大会佐賀大会の会場付近で、短縮例会を開催し、一人でも多くの参加者を増やし、効率的かつ円滑な運営が

できるよう各委員会と連携を図り設営・運営を行う。

委員会スローガン【行  動  力】

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的に

かつ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

□討議□審議□協議□審議（室同時開催事業報告）

□討議□協議（全国大会 佐賀大会短縮例会計画）

□討議□審議（全国大会 佐賀大会短縮例会計画）

□討議□審議（全国大会 佐賀大会短縮例会報告）

□討議□協議□協議□協議（室同時開催事業計画）

□討議□審議□協議□審議（室同時開催事業計画）

浦  田　慎  也
舛  田　和  博
渡  邊  裕太郎
前  田  隆一郎
石  井　　  光
下  川　浩  平
坂  田　圭  未
津  田　　  浩
中  原　有  典
新  納  裕美子
松  田　敦  朗
三  浦　　  匠

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

京都会議
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会 員 開 発 室

●基本方針
　現在、福岡青年会議所の会員減少は明白となっており、また団体としての意義が問われてい
ます。全国大会福岡大会を成功に導いた福岡JCだからこそ、私たちの活動や運動に共感できる
多くの仲間を見つけることができます。そして、未来の福岡JCを支える人財へと育成し成長させ
る必要があります。
　多くの経験を持つシニアとの交流や委員会を超えての連携は、LOMを挙げての重要な取り組
みとなります。そして「会員拡大委員会」「研修委員会」の両委員会は、新しいメンバーと出会う
委員会だからこそ、まずは自分自身が団体の活動や運動に共感できていなければなりません。
その共感をこれから出会うメンバーに伝えていくことが入会率向上につながり、福岡JCとして同
じ志をもつ人財を育成していきます。
　会員開発室は、「会員拡大員会」「研修委員会」共にこれまで受け継がれた伝統や経験を尊重
しつつ、多角的に調査研究をし、持続可能な組織としていくために変えていくべきところは変え
ていく、未来のLOMのため、まちのやひとのために拡大・育成するよう取り組んでまいります。

室 長 鶴　　  和  晃
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会 員 拡 大 委 員 会

委員会年間スケジュール
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12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　2025年に200人を切る可能性があるLOMの現状を鑑みると、LOMにとって会員拡大は至上命題となっています。
　我々は、これまで福岡青年会議所を築き上げてきた先輩方と、我々自身が取り組んできた活動が正しかったことを
証明する為にも、会員拡大に取り組まなければなりません。その為に、JC活動を通して、現役中、もしくは卒業後にJC
入って良かったと思えるメンバーを増やしていくことが拡大目標達成への最短ルートだと考えます。
　同時に、時代の変化に合わせて、前時代的なルール・慣習も改めていかないといけません。多種多様な年齢・性
別・国籍・職種・ライフスタイルを持つ、メンバーが安心安全に、成長の機会を得ることが出来るJCに進化していか
なくてはなりません。
　その上で、自己成長したい、自分たちが住むこの街を良くしたい。そんな想いをもった仲間を拡大し、これからの福
岡青年会議所の礎を作ってまいります。
　本年度、拡大目標を140名（各委員会10名、執行部20名）とし、下記の通り、拡大計画を策定のうえ実行していき
ます。また次年度以降、さらに拡大が福岡青年会議所全体で効果的に実施出来るよう、会員拡大の仕組みを構築し
ます。
　次に、シニアに関してです。シニアは、今日の福岡青年会議所を築き上げてきた偉大な先輩方であり、我々会員拡
大委員会に取って大切な拡大候補者供給源でもあります。シニア総会や、趣味の会や送る夕べを担当するコミュニ
ケーション推進委員会との連携を強化し、シニアとの交流を活発化し、会員拡大に繋げていきます。
　委員会メンバーが会員拡大を通して、JC活動の意義や目的を理解し、楽しみ、多くのメンバーに普及出来るような
人財にポジティブチェンジ出来るきっかけ、機会を提供し続けます。一年間どうぞ宜しくお願い致します。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

第3エリア合同例会
シニア総会

福岡ブロック大会（山門）

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い
72周年式典

九州地区大会（延岡）
後期仮入会締切

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

世界会議（チュニス）

全国大会（佐賀）

送る夕べ
総会

◇会員拡大に関する事項
〈目的〉仮入会者数を増やす。
〈方法〉拡大会議の実施、各委員会との連携、各種団体（BNI、福岡商工会議所）との連携企業リストの活用、相談会を

オムニチャネルで実施。

◇短縮例会の実施（6月）
〈目的〉LOMの進捗や方向性を確認すること。
〈方法〉効率的かつ円滑な運営ができるよう各委員会と連携を図り設営・運営を行う。

◇シニアクラブに関する事項
□シニア交流会の企画・実施

〈目的〉シニアとの交流の場を設けることで、経験を継承し、事業に活かし、会員拡大にも繋げていく。
〈方法〉効率的かつ円滑な運営ができるよう関係委員会と連携を図り設営・運営を行う。

◇72周年式典の企画・実施
〈目的〉72周年を契機とした内外問わない関係者へと発信する式典・事業を通して、これからのJC活動への機運を高める

こと。
〈方法〉毎年開催されてきたオールメンバーを、これまで同様、周年のお祝い、現役と姉妹LOMとの交流の場、シニアとの

交流の場とするか調査・検証を行う。

委員会スローガン【JC 活動を通して、人生を豊かにする】

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的にか

つ組織的に行動できるように努める。

◇短縮例会の実施（6月）
〈目的〉Lシニア総会開催の補助をし、本会の中で前年度の会計報告ならびに本年度の活動内容をお伝えするとともに交

流を図る。またJC福岡の発展の為に、拡大の依頼をする。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

□討議 □審議（72周年式典報告）

□討議 □協議（72周年式典計画）

□討議 □審議（72周年式典計画）

千代田  明  久
前  田　幹  太
中  川　昂  大
竹  田　一  国
水  城　寛  司
倉  冨　大  樹
安  澤　慎  司
今  泉  孝太郎
内  野　蓉  子
亀  元　友  弥
熊  澤　瑞  稀
下  坂  豪太朗
村  津　万  里

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

京都会議

中期仮入会締切
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研 修 委 員 会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　当委員会は仮入会のメンバーがJCの三信条、「修練・奉仕・友情」のもとJC活動やJC運動に触れ、福岡青年会議所
で初めて共に事業を行う委員会です。仮入会として体験するメンバーは初めての経験に、戸惑うこともあると思いま
すが、共に同じ体験をする中で、同じ世代の青年が集まり活動を通して、修練や奉仕を一つひとつ経験することで自
己啓発に繋がり、その修練の大きさを絆に変えて、メンバー同士を結ぶ友情があることに気づくことができます。仮
入会のメンバーが自発的に入会を希望し、更に福岡JCの活動に共感を持ってもらえる研修を実施しなければなりま
せん。
　そのためには本年度理事長が掲げる青年らしい挑戦とワクワクする本気の遊び心で、新たな研修を構築し、参画
してくれる仮入会者やメンバーたちがさらに体験したいと思える機会を提供していきます。研修は対象者を育て、前
向きになってもらう側面とは別に、私たち自身も大きく成長できる大きなチャンスでもあります。いかに相手を想い、
事業を構築し、実行できるかを考え、最大限に努力する。私たちが本気で楽しんでワクワクすることで、委員会のメ
ンバーが大きく成長する機会とします。
　研修としての所務は膨大にあるからこそ、どのメンバーも参画する機会に恵まれている委員会です。だからこそ共
に活動し、一年しかないこの限られた時間を、新たなリーダーの原石たちと出会い、共に磨き合う楽しさを体感しま
しょう。
　我々が活動できるのは会社や家庭の理解のうえに成り立っています。基盤となる経済を整え、家族の幸福に費や
す時間を確保し、その上でJC活動ができることを感謝することが大切です。
　志同じくする仲間と共に、新たな出会いで自分自身を磨き、人のため、まちのため、経験豊かなリーダーを育成し
輩出します。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

前期オリエンテーション①
第3エリア合同例会

福岡ブロック大会（山門）

中期オリエンテーション①
ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

後期仮入会オリエンテーション①
全国大会（佐賀）
やすらぎ荘事業

後期仮入会オリエンテーション②
中期仮入会ところてん事業
世界会議（チュニス）

中期オリエンテーション③
居酒屋の青春
前期仮入会ところてん事業
九州地区大会（延岡）

後期オリエンテーション③
居酒屋の青春
送る夕べ
総会

中期オリエンテーション②
サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

◇新入会者同期会事業に関する事項
〈目的〉新入会がJC事業の本質を学ぶとともに、同期の友情と結束を強くする。
〈方法〉研修委員会と1年前に入会した同期会の指導の下、事業構築のルールを学び自らが考え、時代の変化に対して柔

軟に対応した事業の企画・実施をする。

◇やすらぎ荘を含む障がい児・者支援に関する事項
〈目的〉やすらぎ荘事業に新たな社会福祉・ボランティア活動を考え、利他の精神を学ぶ場とする。
〈方法〉新入会者3同期会を中心に、やすらぎ荘の意見を踏まえ協議・連携を行い、これから更に発展できる事業を構築

する。

◇仮入会者への指導・研修に関する事項
〈目的〉感恩報謝の心を培い「利他の精神」で行動するJAYCEEの自覚を早期に養い、新たな時代へ導く強い責任と覚悟

で率先して行動する仲間を輩出する。
〈方法〉オリエンテーションでは、学びや出会いを通して多くの気づきを与え、JCの三信条（修練・奉仕・友情）を経験さ

せ、正会員との交流を通してJCの伝統や精神・魅力を伝える。

委員会スローガン【出会いと気づきで育む利他の心】

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的にか

つ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

□討議□協議（後期オリエンテーション事業計画）
□討議□協議□協議□協議（やすらぎ荘事業計画）

□討議□審議（後期オリエンテーション事業報告）
□討議□討議□討議□討議
 （ところてん事業報告・中期仮入会）
□討議□審議（やすらぎ荘事業報告）

□討議□審議（中期オリエンテーション事業報告）

□討議□討議□討議□討議
 （ところてん事業報告・前期仮入会）

□討議□審議（後期オリエンテーション事業計画）
□討議□審議（やすらぎ荘事業計画）

□討議□協議（前期オリエンテーション事業計画）

□討議□審議（前期オリエンテーション事業計画）

□討議□協議（中期オリエンテーション事業計画）

□討議□審議（中期オリエンテーション事業計画）
□討議□討議□討議□討議
 （ところてん事業報告・後期仮入会）

□討議□討議□討議□討議
 （ところてん事業計画・後期仮入会）

□討議□討議□討議□討議
 （ところてん事業計画・前期仮入会）
□討議□審議（前期オリエンテーション事業報告）

國  松　祥  治
髙  見　慎  也
市  丸　浩  太
松  山　　  馨
林　    伸太郎
篠  﨑　絵  理
池  田　英  樹
石  川　卓  弥
河  野　秀  平
正  岡　　  憲

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事

京都会議

前期オリエンテーション②

前期オリエンテーション③
居酒屋の青春
2024年後期仮入会ところてん事業
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総 務 室

●基本方針
　福岡JCの根幹を担う総務室では、数えきれないほどの諸先輩方の経験の下、厳格なルールを
定め、受け継がれてきたプロトコルを守り日々活動を続けています。
　しかしながら、時代は変わり多様性あふれる社会へと変わり、社会も日々変化し続けている
中で、福岡JCの組織運営が時代に即していると言えなくなってきているのではないでしょうか。
　目まぐるしく時代が移り変わる今、諸先輩方が築き上げてきた大切な伝統を重んじることは
当然のことながら、さらに進化するべく現代に適応した新たな組織改革が必要であり、10年後、
20年後の福岡JCを担う後輩たちを想い、まず我々が一歩踏み出す必要があると考えます。
　総務室では、厳格なルールのもと、組織運営の根幹を支える室としての自覚と責任をもち、こ
れまで受け継がれてきた想いを大切に、組織運営の在り方について新たな一歩を示します。
　本年度、組織の在り方について考える大きな機会をチャンスと捉え、組織マネジメント委員
会、総務財政規則委員会の両委員会が、これまでの常識にとらわれることなく導き出す答えが
今後の組織運営の新たな礎を築き、メンバーたちの活動がよりポジティブとなり、自分自身の成
長へと繋がる事で更に飛躍する1年となるべく熱い想いをもって邁進致します。

室 長 立  部　真  康
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組 織 マ ネ ジ メ ン ト 委 員 会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

●基本方針
　2024年度福岡JCは、51名の卒業生を輩出することになり、2025年度期首の人数は200人を切り、180名程度での
スタートとなる予定となっております。
　会員数の減少に伴い、福岡JCの運営に様々な影響が生じており、現状に合った組織体として福岡JCの在り方を見
つめ直し、組織を変革させていく必要があります。
　福岡JCは2024年に全国大会を大成功へ導き、会員同士の絆を深め、メンバー一人ひとりに大きな成功体験を得
ることができました。この絆や成功体験を組織運営に活かし、福岡JCの会員数の増加のみならず会員の質をこれま
で以上に高めるべく、定款変更や組織変革を実施していきます。
　また、組織の変革を考える際に若い世代のアイデアは、我々福岡JCメンバーが持っていない発想を与え、新たな発
見を生み出す機会になります。他方で、若い世代の各種団体と連携を図り相互に高め合うことで、福岡JCの活動、運
動に共感を生み、10年後、20年後の福岡JCの活動を支える人財を生み出すことに繋がります。
　当委員会では、まずは、委員会メンバー一人ひとりが現状の福岡JCの問題点や課題を把握し、これまでの福岡JCの残
していくべき点と変革していくべき点を熟考し行動していきます。その過程で福岡JCだけでなく全国のLOMがどのよう
な組織運営をしているのかを知ることで、どのようにして時代に沿った組織変革を実施することができるかを学びます。
　そして、町や人から求められる組織ついて考え、経験していく中で、組織変革を導ける行動力溢れるリーダーへと
メンバー一人ひとりが成長できる機会を提供します。
　その成長を各々が自社にもちかえり自社の課題発掘、運営、変革をできる人材に育つような学びある委員会を実現
します。

●事業計画

上程スケジュール 行　　事

□討議□審議（8月度通常例会事業計画）

□討議□協議（8月度通常例会事業計画）

□討議□審議（8月度通常例会事業報告）

新春例会
京都会議

理事、役員セミナー

□討議□審議（新春例会事業報告）

□討議□審議（新春例会事業計画）

□討議□協議（新春例会事業計画）
□討議（理事・役員セミナー）

福岡ブロック大会（山門）
広島定期交歓会

送る夕べ
総会

第3エリア合同例会

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

全国大会（佐賀）

世界会議（チュニス）

九州地区大会（延岡）
8月度通常例会

◇未来を担う若い人材を育成することのできる施策の実行
〈目的〉若い世代に福岡JCにおける学びの機会を提供することで、将来の会員候補である若い世代に福岡JCの魅力を周

知すること。
〈方法〉学生団体等と福岡JCを結び付け、互いに連携を図り、若い世代の人材が福岡JCの活動、運動に参加する機会を提

供します。

◇理事・役員セミナーの設営・運営
〈目的〉リーダーシップや組織論について学び、理事・役員の在り方について改めて考え組織の活性化を図ること。
〈方法〉目的達成するに際して相応しい講師をお招きし、リーダーシップ論について講演していだきます。
◇会員規約・定款などに関する事項
〈目的〉現在の組織の問題点を把握し、時代に応じた組織運営を図ること。
〈方法〉会員規約・定款について見直し、組織変革に関する調査研究・報告を実施します。
◇会員情報の更新・管理に関する事項
〈目的〉時代に応じて無駄な資源を省き、会員情報の更新・管理を容易にすることで利便性の向上を図ること。
〈方法〉IC手帳をなくし、全て電子化します。

◇新春例会の実施
〈目的〉新春の門出を祝い、理事長の所信をきくことで２０２５年度の福岡JCの方向性を理解し活動意欲を高めること。
〈方法〉御来賓の皆様をはじめ、全メンバーが集うための参加促進を行い、厳粛かつ華やかな雰囲気の中行えるよう設

営・運営を行う。
◇会員向けリーダーシップ研修を行う例会の実施
〈目的〉福岡JCメンバー一人ひとりが青年経済人として、リーダーシップを発揮できる人材になる機会を提供すること。
〈方法〉リーダーシップ論に関する講師をお呼びし、リーダーシップもついての研修を実施します。

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的にか

つ組織的に行動できるように努める。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。

委員会スローガン【Think Different】

坪  井　智  之
吉  丸　耕  平
藤  岡　勇  樹
安心院  将  平
黒  木　祐  太
近  藤　桃  香
井ノ口　　 翼
中  間　悠  介
新  納　尚  祐
濱　　  直  章
林　　  美  奈
本  間　晃  平
山  野　　  晋

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事
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総 務 財 政 規 則 委 員 会

●基本方針
　本年度の福岡JCは5月での事業実施が予定されており、早い段階での事業構築が求められていきます。限られた
時間の中でひとつひとつの事業の精度を高めていくためには、総務財政規則委員会による総務面・財政規則面にお
ける、迅速かつ正確な運営が必要とされます。それらの迅速性・正確性を担保するためにも、委員会内外における密
なコミュニケーションによる信頼関係の構築が必要不可欠です。
　当委員会では、各種セミナーの実施や議案のチェックを通じて、各委員会が円滑に事業構築を行い、コンプライア
ンスに適合した事業を実施できるよう、各委員会の意見を聴きながら共に事業を構築していきます。
本年度福岡JCの全事業で行われる活動が、運動へと展開できるように、議案の内容を審査していきます。
そのためにも、各議案を読み込み、理解し、時に寄り添い、時に厳しい指摘もすることで議案の精度をあげていくこ
とが重要です。
　また、総務面においては、各会議体の設営・運営をスムーズに行うことは当然のこと、活発な意見交換が行われる
会議が実施できるよう、スケジュール管理も含め、万端の事前準備を行っていきます。
　福岡JCのすべての事業に携わる我々だからこそ、福岡JCの本年度の動きを知ることが出来ます。そこから見える視
点は、福岡JCのもつ課題や可能性を見出すことができるはずです。
　委員会メンバーには、福岡JCの総務の運営・財政規則の精査を通じて、JCのルールだけでなく当事者意識をもっ
て行動することの大切さを学んでもらいます。他の委員会が作っている議案であるという意識ではなく、自らが所属
する福岡JCで実施される議案の構築に携わっていることを自覚する事で、福岡JCを根幹から支え、能動的に動くこ
とができます。
　そうした意識で所務に取り組むことでJCの魅力を深く理解し、与えられる機会をつかみ、自身や周囲の成長に変
えていくことが出来るメンバーを輩出していきます。
委員会メンバー全員で、所務に全力で取り組むことで、福岡JCの今を支え未来へとつなげていきましょう。

●事業計画

委員会スローガン【BuildingTrust】

◇総会、理事会、常任理事会の設営・運営
〈目的〉各会議体の効率化を求め、より有益性の高い会議を運営し、福岡JCとしての意思を明確にすること。
〈方法〉各会議体において役割分担を明確化、出欠確認の徹底、時間厳守を行う。また、正確な議事録を作成し、決定し

た意思とそのプロセスを明確化する。

◇各委員会の議案上程スケジュール管理
〈目的〉各議案が適正に協議・審議されるように、各委員会に周知徹底すること。
〈方法〉上程スケジュールの締切りを徹底するため、クラウドシステムを利用し各議案状況を把握し、アナウンスを行う。

◇各委員会の事業に関する議案審査
〈目的〉JCのルールに則った議案となるように整えること。
〈方法〉各議案に対し、統一語句、誤字脱字のチェックを行う。

◇各委員会議事録、事業報告書の管理・維持
〈目的〉各委員会の活動内容を把握できるようにするため、各委員会の議事録を管理すること。また、今後の事業構築に

資するため、事業報告書を管理すること。
〈方法〉各委員会への議事録・事業報告書の期限内提出のアナウンスを行う。また、広報渉外委員会と連携し、福岡JC

ホームページの会員ページで閲覧できるようにする。

◇会員褒賞の企画・実施
〈目的〉会員のモチベーションが高くなるように、各種褒賞を設定すること。
〈方法〉褒賞内容は分かりやすく、かつ、取り組みやすいものとし、推薦方法及び選考基準に不明瞭な部分がないように

褒賞内容を企画する。

◇会員規律、入会に関する事項
〈目的〉会員規律の意義を周知徹底し、組織が永続的に続くように努めること。
〈方法〉正会員に会員規律の徹底を促し、新入会員には入会審査時に説明を行う。

◇副、幹事セミナーの設営・運営
〈目的〉各会の運営方法、スタッフの各役割を明確にし、セミナーを通じて全メンバーに周知し、委員会活動の円滑化を図

ること。
〈方法〉正会員に会員規律の徹底を促し、新入会員には入会審査時に説明を行う。

◇褒賞申請の作成（日本・地区・ブロック）
〈目的〉当該年度の事業について、褒賞申請を行うことで、福岡JCの魅力を全国に発信すること。
〈方法〉褒賞内容の確認をし、申請の段取りを把握したうえで、申請を行う。

近  藤　　  圭
瀬  尾　昂  平
菅  原　是  道
廣  田　匡  則
大  前　恒  明
椛  田　真  仁
亀  井　亮  太
柴  田　　  貢
那  須　亮  太
野  元　　  優
峰  﨑　　  悠
宮  内　貴  仁
安良岡  成  晃
横  田　銀  次

委  員  長

副委員長

総括幹事

運営幹事

会計幹事

広報幹事
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総 務 財 政 規 則 委 員 会

委員会年間スケジュール

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

6 月

12月
2025年

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

2024年
上程スケジュール 行　　事

11月

上程スケジュール 行　　事

入会審査（中期）

福岡ブロック大会（山門）
広島定期交歓会

□討議□協議□協議□協議（褒賞議案計画）

□討議□審議□協議□審議（褒賞議案計画）

第3エリア合同例会

京都会議

副幹セミナー サマーコンファレンス（横浜）
国際アカデミー

ASPAC（ウランバートル）
オールメンバーの集い

入会審査（後期） 
九州地区大会（延岡）

全国大会（佐賀）

世界会議（チュニス）

入会審査（前期）
送る夕べ
総会

◇委員会事業に関する予算、決算の事前審査
〈目的〉メンバーからの会費を有効的に、また効果を最大化できるように事業予算が適正に計画され、実行されているか

を厳正に審査すること。
〈方法〉各事業において、背景・目的・手法を確認し、予算が適正に使用・処理されているかを精査する。

◇委員会事業に関するコンプライアンス審査
〈目的〉各事業がコンプライアンス上適正なものであるかを審査し、JCとしてのルール、社会一般のルールを順守してい

くこと。
〈方法〉事業内容がコンプライアンスに則っているか、JCとしてのルールと社会通念上の規範を逸脱していないかを審査

する。

◇対外広報に関するコンプライアンス審査
〈目的〉対外へと広報するコンテンツがコンプライアンス上適正なものであるかを審査し、JCとしてのルール、社会一般

のルールを順守していくこと。
〈方法〉対外広報する内容がコンプライアンスに則っているか、JCとしてのルールと社会通念上の規範を逸脱していない

かを審査する。

◇非常災害時における支援に関する事項
〈目的〉非常災害が発生したときに、機動的に災害支援を行い、被災地や被災された市民に貢献すること。
〈方法〉LOM内で策定された行動計画・行動マニュアルを理解し、日常的に防災意識を持つことで、非常時に機動的に

かつ組織的に行動できるように努める。

◇財政規則審査のセミナーの設営・運営
〈目的〉財政面、規則面に関する知識や見識を深めていただき、より精度の高い議案や収支計画の実現をめざすこと。
〈方法〉セミナー資料を再構築し、修正指摘が多い箇所を中心に分かりやすい説明をし、議案の精度を高めていただく。

◇広島定期交歓会の設営・運営
〈目的〉広島で実施される広島定期交歓会において、友好JCである広島JCとの交流を図ること。
〈方法〉懇親会等を通じて、互いの親睦を深め、今後のJC活動に活かせる情報を共有できる場を設営する。

◇会員拡大・研修に関する事項
〈目的〉LOMの成長とまちへの貢献を考え、その視点で会員拡大に取り組む。
〈方法〉メンバー全員が会員拡大の当事者意識をもち、委員会内での情報発信と共有を行う。また、委員長のリーダー

シップのもと、総括幹事が推進役を担う。
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一般社団法人 福岡青年会議所
2025年度　室・委員会 所務分掌規程
■JCブランディング特別委員会

■JCネットワーク推進室
□九州地区大会（延岡）への参加促進
□福岡ブロック大会（山門）への参加促進

■こども未来創造室
□全国大会佐賀大会への参加促進、
　LOMナイトの企画・実施

■意識開発室
□サマーコンファレンスへの参加促進、
　LOMナイトの企画・実施
□トリオJCに関する事項

■JCネットワーク活性化委員会
□姉妹JCや友好JCなどブロックや他LOMと共同で行う事業の実施
□福岡ブロック第3エリア合同例会の実施（2月）
□他LOMの参考になる取り組みをLOM内に発信に関する通常例会の実施（11月）
□出向者の支援、ならびに対内への情報発信に関する事項
□出向促進セミナーの実施
□ASPAC（ウランバートル）への参加促進
□世界会議（チュニス）への参加促進
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■ビジネスデザイン委員会
□最先端のテックなどを活用した経済を豊かにする事業の実施
□新たなビジネスをデザインするための公開例会の実施（3月）
□香港シティJCに関する事項
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■グローバルシティ創造委員会
□グローバルシティを推進していく事業の実施（室同時開催事業）
□2025年度全国大会（佐賀）に関する事項
□全国大会佐賀大会に合わせた短縮例会（10月）
□サウスサイゴンJCに関する事項
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■アートシティ創造委員会
□アートシティを推進していく事業の実施（室同時開催事業）
□2025年度全国大会（佐賀）に関する事項
□全国大会佐賀大会に合わせた短縮例会（10月）
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■アクションスポーツシティ創造委員会
□アクションスポーツシティを推進していく事業の実施（室同時開催事業）
□全国大会佐賀大会に合わせた短縮例会（10月）
□2025年度全国大会（佐賀）に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■レジリエンス向上委員会
□市民の有事に対する備えへの意識を向上させる事業の実施
□有事に対する備えに関する公開例会の実施（4月）
□トリオ締結60周年に関する事項
□釜山JCに関する事項
□非常災害時におけるLOM内の行動計画の策定・推進
□LOMの非常災害時の行動マニュアルの作成
□会員拡大・研修に関する事項

■コミュニケーション推進委員会
□ファミリーレクレーション例会の実施（7月）
□会員間のビジネスにおけるスキル・情報共有の機会を創出する例会の実施（5月）
□趣味の会に関する事項
　◇じゃがいもクラブの設営・運営
　◇ぼうふら会の設営・運営
　◇迷球会・FJCPONZ・ノーサイドクラブ・茶道同好会の支援
□送る夕べの企画・実施
□短縮例会の実施（7月・9月・12月）
□会員拡大・研修に関する事項□非常災害時における支援に関する事項

□LOMの運動、活動が多くの人の目に触れるような情報発信の仕組みづくり
□LOM運動の広報手法を調査・研究し、効果的な情報発信の実施
　◇LOMホームページの管理・運営　　◇LOM紹介映像の制作
　◇各種行事・事業の対外・対内への事前・事後情報発信
　◇SNSなどを利用した情報発信の企画・管理・運営
　◇プレスリリースに関する事項
　◇持続可能な組織づくりのための継続的なファンづくり
□LOM活動の効果的な対外情報発信に関する企画・管理・運営
　◇外部団体からの取材などに関する対応
　◇LOM活動における写真・動画などの記録・管理
□新たなビジネスをデザインするための公開例会の情報発信（3月）
□有事に対する備えに関する公開例会の情報発信（4月）
□対外アンケートに関する事項　　　　　　　□会員拡大・研修に関する事項
□非会員の個人情報の管理に関する事項　　□非常災害時における支援に関する事項
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事務局長・常務・セクレタリー 所務分掌

常務 □理事長の同行及び所務の補佐
□専務理事、事務局長のサポート
□理事長のスケジュール管理、調整に関する事項
□京都会議への参加促進、LOMナイトの企画・実施
□その他

事務局長 □外部団体出向、後援依頼の調査、確認に関する事項
□会員名簿、名刺、ネームプレートの作成に関する事項
□事務局の運営
□常務・セクレタリーの統括
□各諸会議の監督
□北九州JCとの交流に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における対応窓口
□糟屋JCの支援に関する事項
□その他

セクレタリー □理事長の同行及び所務の補佐
□理事長のスケジュール管理、調整に関する事項
□その他

■会員拡大委員会
□会員拡大に関する事項
□72周年式典の企画・実施（6月）
□短縮例会の実施（6月）
□シニア交流会の企画・実施
□シニアクラブに関する事項
□シニア総会の開催（2月）
□会員研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■研修委員会
□仮入会者への指導・研修に関する事項
□新入会者同期会事業に関する事項
□やすらぎ荘を含む障がい児・者支援に関する事項
□会員拡大に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■組織マネジメント委員会
□未来を担う若い人材を育成することのできる施策の実行
□新春例会の実施（1月）
□会員向けリーダーシップ研修を行う例会の実施（8月）
□役員セミナーの設営・運営
□会員規約・定款などに関する事項
□会員情報の更新・管理に関する事項
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■総務財政規則委員会
□総会、理事会、常任理事会の設営・運営
□各委員会の議案上程スケジュール管理
□各委員会の事業に関する議案審査
□会員褒章の企画・実施
□各委員会議事録、事業報告書の管理・維持
□会員規律、入会に関する事項
□副、幹事セミナーの設営・運営
□褒章申請の作成（日本・地区・ブロック）　　
□委員会事業に関する予算、決算の事前審査
□委員会事業に関するコンプライアンス審査
□対外広報に関するコンプライアンス審査
□対外アンケートに関する事項
□財政規則審査のセミナーの設営・運営
□会員拡大・研修に関する事項
□非常災害時における支援に関する事項

■会員開発室

■総務室
□広島定期交歓会の設営・運営
□役員セミナーの設営・運営
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福岡青年会議所　歴代理事長

第 1期

第 2期

第 3期

第 4期

第 5期

第 6期

第 7期

第 8期

第 9期

第 10期

第 11期

第 12期

第 13期

第 14期

第 15期

第 16期

第 17期

第 18期

第 19期

第 20期

第 21期

第 22期

第 23期

第 24期

第 25期

第 26期

第 27期

第 28期

第 29期

第 30期

第 31期

第 32期

第 33期

第 34期

第 35期

第 36期

(　　　　)

(　　　　)

(　　　　)

(　　　　)

（1957 年）

（1958 年）

（1959 年）

（1960 年）

（1961 年）

（1962 年）

（1963 年）

（1964 年）

（1965 年）

（1966 年）

（1967 年）

（1968 年）

（1969 年）

（1970 年）

（1971 年）

(1972 年）

（1973 年）

（1974 年）

（1975 年）

（1976 年）

（1977 年）

（1978 年）

（1979 年）

（1980 年）

（1981 年）

（1982 年）

（1983 年）

（1984 年）

（1985 年）

（1986 年）

（1987 年）

（1988 年）

橋上　保久

橋上　保久

具島　正二

具島　正二

伊藤　剛平

高松　光彦

武内　徳夫

野上　恭敬

坂本　行雄

高松　邦彦

喜多村辰男

四島　　司

大賀　太郎

麻生　純三

久野　桂一

中島　邦補

栗栖健一郎

田中丸善司

後藤　隆雄

洞　　　尚

江口昭八郎

金子　宜嗣

近江　福雄

古賀　秀策

加地　良一

富永　恒二

榎本　一彦

冬至　洋一

新川　宏輔

青柳　泰秀

熊谷　信治

福永　周兵

榎本　正弘

中牟田健一

中村　量一

財津　重美

1954年 6月

2月～6月

1953 年 7月～

1953 年

1955 年 6月
1954 年 7月～

1956 年 12月
1955 年 7月～

第 37 期

第 38期

第 39期

第 40期

第 41期

第 42期

第 43期

第 44期

第 45期

第 46期

第 47期

第 48期

第 49期

第 50期

第 51期

第 52期

第 53期

第 54期

第 55期

第 56期

第 57期

第 58期

第 59期

第 60期

第 61期

第 62期

第 63期

第 64期

第 65期

第 66期

第 67期

第 68 期

第 69 期

第 70 期

第 71 期

第 72 期

（1989 年）

（1990 年）

（1991 年）

（1992 年）

（1993 年）

（1994 年）

（1995 年）

（1996 年）

（1997 年）

（1998 年）

（1999 年）

（2000 年）

（2001 年）

（2002 年）

（2003 年）

（2004 年）

（2005 年）

（2006 年）

（2007 年）

（2008 年）

（2009 年）

（2010 年）

（2011 年）

（2012 年）

（2013 年）

（2014 年）

（2015 年）

（2016 年）

（2017 年）

（2018 年）

（2019 年）

（2020 年）

（2021 年）

（2022 年）

（2023 年）

（2024 年）

石坂　博史

真鍋　博俊

小林　専司

樺島　逸兵

菅原　正道

河邉　哲司

安川　哲史

松山　政司

吉松　　修

田中　彰洋

新町　敦志

藤野　利浩

井上　貴博

岩本　　仁

廣田　　稔

井上　博行

宮﨑　鐘子

小池　勝利

富永　太郎

新開　裕司

大村　　光

大山　哲寿

長沼　慶也

末松　大和

田川　幸平

森山　新樹

中田　泰平

藤　　眞臣

鈴木　大輔

田島　敬悟

岩木　勇人

出田　正城

彌登　義明

西嶋　　聖

前川　裕貴

石坂　泰三



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

NPO法人 アジア太平洋こども会議 ・イン福岡

アジア太平洋こども会議・イン福岡支援の会

アジア太平洋こども会議・イン福岡実行委員会

BCIO （Bridge Club International Organization）

福岡・US オークランド姉妹都市委員会

福岡・広州姉妹都市委員会

福岡・ボルドー姉妹都市委員会

福岡・NZオークランド姉妹都市委員会

北方領土返還促進福岡県民協議会

福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議

一般社団法人 九州市民大学

福岡市民の祭振興会

福岡市地球温暖化対策市民協議会

福岡フィルムコミッション

福岡市交通安全推進協議会

福岡市自動車交通公害防止計画推進協議員会

犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部　

FUKUOKA みらいプロジェクト

那珂川水上交通活性化推進協議会

福岡城 ・ 鴻臚館の将来を市民と考える実行委員会

地域司法連絡協議会

FUKUOKA Christmas Market 実行委員会

福岡マラソン実行委員会

アビスパグローバルアソシエイツ（AGA）

一般社団法人 九州インターンシップ推進協議会

社会福祉法人 野の花学園

福岡トライアスロン組織委員会

グローバルコミュニティ FUKUOKA 推進プラットフォーム

福岡市社会福祉協議会ボランティアセンター運営委員会

博多湾芸術花火開催委員会

福岡県スポーツ推進審議会 スポーツ未来像部会

団体名

出向外部団体一覧
 （ 2024年12月 現在 ）   
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